
奈良県における福祉・介護人材の状況

現状のペースで福祉介護人材を確保していたのでは、福祉・介護

人材の需要に供給が追いつかないことが懸念される。

資料３
○奈良県においては、２０１０年から２０２５年には７５歳以上の後期

高齢者の増加率は６３．４％であり、全国で７位となっている。

一方、介護従事者については、２００６年から２０１１年の増加率に

ついては１５．０％であり全国で４２位となっている。

2006 2007 2008 2009 2010 2011全国平均 16,598 17.607 18.411 19,182 19,278 20,501 23.5 －奈良県 9,053 9,231 9,459 9,549 9,818 10,414 15,0 42順位常勤換算介護従事者数（万人） 増加率（％）図表１－７ 都道府県別にみた2010年と2025年間の年齢階級別人口の変化2010 2025 2010 2025全国平均 325,320 314,635 -3.3 － 301,992 463,524 53.5 －奈良県 180,904 163,145 -9.8 43 155,355 253,921 63.4 7人数（人） 人数（人）変化率 順位 変化率 順位65-74歳 75歳以上
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2025年に向けた介護人材にかかる需給推計（都道府県別）
１．需要見込みについて１．需要見込みについて１．需要見込みについて１．需要見込みについて



①大いに不足 ②不足 ③やや不足 ④適当 ⑤過剰 不足感（再掲）（①＋②＋③） ①大いに不足 ②不足 ③やや不足 ④適当 ⑤過剰 不足感（再掲）（①＋②＋③）全　　体 8,260 6,230 6.4 21.8 31.1 40.2 0.4 59.3 77 11.7 20.8 26.0 41.6      - 58.4訪問介護員 8,260 2,876 18.4 28.1 28.6 24.1 0.8 75.1 38 26.3 18.4 26.3 28.9      - 71.1サービス提供責任者 8,260 2,489 3.5 9.1 13.9 72.3 1.2 26.5 33      - 15.2 9.1 72.7 3.0 24.2介護職員 8,260 5,104 7.8 19.5 30.4 40.7 1.7 57.6 57 5.3 19.3 33.3 40.4 1.8 57.9看護職員 8,260 4,504 7.0 13.5 23.7 54.3 1.5 44.2 52 11.5 15.4 17.3 53.8 1.9 44.2生活相談員 8,260 3,694 1.2 4.7 12.2 81.1 0.7 18.1 41      - 7.3 12.2 80.5      - 19.5ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ等 8,260 1,803 3.6 8.5 20.6 66.3 1.1 32.7 19 5.3 15.8 36.8 42.1      - 57.9介護支援専門員 8,260 3,944 2.3 6.4 15.9 73.8 1.6 24.6 53 1.9 1.9 20.8 71.7 3.8 24.5

当該職種のいる事業所数 回答事業所数 当該職種のいる事業所数○福祉人材センターへの求人数は年々増加しているものの、求

職者数については近年減少している。

採用人数については、H24年を境に減少している。

○奈良県の有効求人倍率は、他職業は全体平均より低いにも関わ

らず、介護関係職種では介護平均より高い。

○雇用側において従業員の不足感が高くなっており、６割近

くの事業者が不足感を感じている。特に不足感の高いのは、

訪問介護員であり、奈良県では事業所の７割強が訪問介護

員の不足を感じている。

H26 全国 H26 奈良県

【出典】福祉人材センター 奈良県では、有効求人倍率が高く、事務所の人材不足

感も高い。

【出典】介護労働安定センター「介護労働実態調査（H26）」
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介護サービス事業所における従業員の過不足状況

介護サービス事業所における従業員の過不足状況

２．人材不足の状況について２．人材不足の状況について２．人材不足の状況について２．人材不足の状況について



1年未満の者 1年以上3年未満の者 1年未満の者 1年以上3年未満の者6,796 20.6 16.5 4.1 40.1 33.8 72 21.0 17.6 3.4 54.1 25.9正規職員 5,924 18.1 15.2 3.0 35.3 35.0 58 18.9 16.8 2.0 50.0 21.3非正規職員　計 5,011 23.6 18.2 5.4 44.9 32.6 59 23.6 18.4 5.1 58.8 30.9　常勤労働者 2,622 28.1 21.7 6.4 46.4 31.7 31 20.6 18.4 2.2 60.0 28.0　短時間労働者 4,534 22.0 16.9 5.1 44.2 33.0 54 24.6 18.5 6.2 58.3 31.9訪問介護員　 2,794 18.0 14.0 4.0 39.4 35.0 35 13.0 10.1 2.9 35.7 50.0介護職員　 5,150 21.6 17.5 4.2 40.4 33.4 55 23.5 19.9 3.6 57.1 22.0職種別
回答事業所数 離職率 増加率採用率 採用率 離職率増加率 離職者の内回答事業所数離職者の内

2職種合計就業形態別

○奈良県では直前の介護の仕事をやめた理由について、「職場

の人間関係に問題があったため」３５．３％、「法人や施設・事

業所の理念や運営のあり方に不満があったため」３２．９％と

なっており、全国と比べて高くなっている。

【出典】介護労働安定センター「介護労働実態調査（H26）」
○介護福祉士養成校の入学者は減少してきており、高校生

等が介護福祉士を目指していない状況である。

○H26年の奈良県の介護職員の離職率については、 H25年より

１．２ポイント増加している。

就業形態では非正規職員で高く、職種では介護職員で高い。

特に奈良県では、１年未満の非正規職員の離職率が高い。

【出典】介護労働安定センター「介護労働実態調査（H26）」 奈良県では離職率が高く、定着においても課題を抱えている。

離職原因は人間関係や法人運営への不満によるものが多い。

16.5 17.6 県地域福祉課が介護福祉士養成個に聞き取り
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【出典】介護労働安定センター「介護労働実態調査（H26）」

1.2ポイント

訪問介護員、介護職員の1年間（H25.10.1～H26.9.30） の採用率全国 奈良県

介護の仕事をやめた理由（複数回答）
全国

３．定着状況について３．定着状況について３．定着状況について３．定着状況について

４．参入状況について４．参入状況について４．参入状況について４．参入状況について



○仕事の満足度については、「仕事の内容・やりがい」や「職場

の人間関係、コミュニケーション」では高いものの、「賃金」や

「人事評価・処遇のあり方」「教育訓練・能力開発のあり方」で

は低くなっている。

○職種別の平均給与額は、福祉・介護の職種の方が低くなって

いる。

○奈良県の事業所においては、従業員が不足している理由とし

て「採用が困難である」と約７割の事業所が上げており、その

原因として「賃金が低い」、「仕事が（身体的・精神的）にきつ

い」、「社会的評価が低い」と考えている。

【出典】介護労働安定センター「介護労働実態調査（H26）」
○一般の人には、介護職に対するイメージとしては肯定的なイ

メージもある一方で、「夜勤などがあり、きつい仕事」、「給与水

準が低い仕事」、 「将来に不安がある仕事」など、マイナスイメー

ジが生じている。

【出典】介護労働安定センター「介護労働実態調査（H26）」

【出典】厚生労働省 H25 賃金構造基本統計調査 福祉・介護の仕事は、介護職員が仕事にやりがいを感じている

一方、処遇や一般の人のイメージが良くない状況である。
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介護事業所における介護労働者の仕事の満足度にかかるD.I.
５．労働環境・処遇について５．労働環境・処遇について５．労働環境・処遇について５．労働環境・処遇について


